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健康福祉向けＩＴ機器の
  　　ヒューマンインタフェースの研究開発

東京大学 先端科学技術研究センター
教授

伊福部　達  Tohru Ifukube

■研究開発の背景

■成果・事業化

１．音声文字化システムの実用化とそのUDへの展開
誰が話した声でも特定話者がコンピュータに復唱入力することで９５％の精度で正

しく文字列に変換されるシステムを開発する。さらに、同時通訳者や誤認識修正者を

システムの前後に置き、インターネットを利用することにより、誰でも何時でも何処

でも外国語でも音声を文字にして読むことのできるUDシステムへ発展させる。

２．触覚ジョグダイアルの実用化とそのUDへの展開
文書を任意の話速の音声に変換して聴取でき、同時に非文字を指先の触覚に伝えるイ

ンタフェースを開発する。さらに、Webなどで配信された膨大な文書や音楽を視覚を束

縛しないで取得したり検索できるUDシステムへ発展させる。

３．ハンズフリー人工喉頭の実用化とそのUDへの展開
会話中も両手が自由に使えるハンズフリー人工喉頭を開発し、それを他の発話障害者

支援に拡張するとともに、一般ユーザが楽しむ音声楽器などのUD化機器への応用

例を示す。

■研究開発の推進体制

　「聴く」、「読む」、「話す」のを助けるコミュニケーション支援システムを開発し、そ

れらをユーザビリティ評価を通じて実用化するとともに、Web上の膨大な情報を高

速で取得したり検索するためのユニバーサルデザイン（UD)機器へ発展させる。

●任意の話者の声を特定の復唱者が復唱してコンピュ

ータ　に入力することで、誰の声でも高い音声認識率

で文字列　に変換できる音声文字化システムの実用化

。

●平成１７年度 経済産業省「地域新生コンソーシアム

研究　開発事業」に採択され、事業化。

●何処にでも持ち運ぶことができ、誰でも容易に操作

できるワ　ンボックス型操作システムの開発。

●聴覚障害者の授業支援、ゆうばり国際ファンタステ

●首に巻いたバンド（形状記憶樹脂）に小型振動子を取り付

け、　その振動子を無線で制御するハンズフリー人工喉頭

の開発。

●首バンド内へ組込む抑揚センサの試作とユーザの声の

個人　性を再現する方式の提案。

●他の発話障害者への拡張および一般ユーザが楽しむ音

●文書を任意の話速で聴取でき、同時に文書内の非文

字　情報を指先の触覚に伝える新しいインタフェース

「触覚ジ　ョグダイアル（TAJODA）」の開発。

●平成１７年度 経済産業省「地域新生コンソーシアム

研究　開発事業」に採択され、（株）アニモ、（株）ティジー

で開発し　札幌市立大でユーザビリティ評価とデザイ

ン設計を行い、　（株）スカイフィッシュが「Ｆｏｃｕｓ 

Ｔａｌｋ」という名前で商品化。

●Web配信された膨大な文書情報を視覚を束縛せずに

●研究開発した３つの機器を活用して、東京大学から札

幌琴　似工業高校に向けて、「福祉工学」をテーマとする遠

隔授業　を実施。

●福祉ＩＴ機器・サービスの重要性を学生に説明。

●３つの福祉ＩＴ機器を組み合わせた異種障害者間で

のコミ　ュニケーションへの応用と評価。

「聴く」のを助ける
音声文字化システムの製品化

「読む」のを助ける
触覚ジョグダイアルの製品化

３つの言語支援機器による
遠隔授業の実施

「話す」のを助ける
ハンズフリー音声生成器の実用化
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東京大学 先端科学技術研究センター、 北海道東海大学、 北海道立工業試験場、 （株）電制、

札幌市立大学、 北海道大学、 昭和大学、 北海道工業大学、 （株）ビー・ユー・ジー、

（株）ティジー、 （株）アニモ、 （株）スカイフィッシュ、 （株）日本製鋼所室蘭研究所、 （有）トライテック

研究サブテーマ 対象範囲 役割体制

1. 聴く
　音声文字化システム

2. 読む
　触覚ジョグダイアル

3. 話す
　ハンズフリー人工喉頭

ユ
ビ
キ
タ
ス

ウ
ェ
ア
ラ
ブ
ル

東
京
大
学

先
端
科
学
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー

北海道

東海大学

札幌市立

大学

北海道大学

昭和大学

北海道工業大学

北海道立工業試験場

（株）ビー・ユー・ジー

（株）電制

（有）トライテック

（株）ティジー

（株）アニモ

（株）スカイフィッシュ

（株）日本製鋼所

　　　室蘭研究所

応用研究


